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・土曜日（月１） 8 回（1 回 2～4 時間） 


































































【オリエンテーション 05/09】2 時間 
テーマごとのプレゼンテーション 
（各 10 分間） 
【第 1 回 06/11】2 時間  
筑波大学 副学長 宮本 信也先生  
「障害とは」発達障害を通して理解する 
【第 2 回 06/25】4 時間  
桐が丘特別支援学校 城戸 宏則先生  
「肢体不自由とはどういう状態なのか」 
「車椅子の擬似体験」 
A 君・B 君（高 3）（車椅子生活） 
とご家族からの話 
【第 3 回 07/08】3時間 
  日本ろうあ協会制作の映画鑑賞 
「ゆずり葉～君もまた次のきみへ～」 
「車椅子体験（車椅子で校内を移動）」 
【第 4 回 07/14】1 日学校訪問（現地集合） 
聴覚特別支援学校 鈴木 牧子先生 
「口話・読話について」 
「難聴擬似体験」 
高等部 1-2 年生徒  
「ランチセッション」 
「交流会」 
【第 5 回 09/10】2 時間  
視覚特別支援学校 寄宿舎指導員 
飯島 美帆先生・松田 有加先生 
「視覚障害について」 
「弱視擬似体験」 













【第 8 回 12/19】 3 時間 訪問学習 
ありがとうの種 ＆  







【第 9 回 01/14】3 時間  
大塚特別支援学校（小学部）本校へ来校  
 「科学実験とジャグリンクﾞを一緒に楽しむ」 
（科学実験：東大 CAST と本校科学部） 
（ジャグリングショ  ー
：本校ジャグリング部） 
【第 10 回 01/28】2 時間  
大塚特別支援学校 校長 柘植 雅義先生 
「障害とは何か？」 
「グループワーク・発表」 
【第 11 回 03/13】 2 時間 





 受講生は 21 名（164 名中）であった。 
 
2.7 受講生の志望理由 








































































 受講生 21 名中、今までに障害者とかかわりがあっ
た者は 15 名（71.4％）であった。クラスや部活動で
一緒だった者は 4 名、特別学級での交流が 4 名、近所・
知人とのかかわり 4名、小学校の特別授業の講師 1名、





























































2.9.1 【第 1 回 06/11】発達障害 


























































































2.9.2【第 2 回 06/25】肢体不自由 
桐が丘特別支援学校 城戸 宏則先生  
「肢体不自由とはどういう状態のなのか」 
「車椅子の擬似体験」 
A 君・B 君（高 3）とご家族からの話 
 
今年度は、同世代（高 3）で車椅子生活をしている
























































































































































































校群（特別支援学校 5 校、普通校 6 校の計 11 校）の
児童生徒（希望者）が集い、寝食を伴う交流活動・共
同生活を実施している。 

































し、全体の人数は、2015 年度 53 名、2016 年度 73 名
であった。 
本校生徒の参加者は 2015 年度 11 名、2016 年度 9
名で、そのうち 2 名は 2 年続けて参加した。 
 








高 1-2-3 年（1 名-05 名-3 名） 































































































































































































 2015 年度は 2016 年 1 月下旬に受講が修了し、2 月
中に提出させた。 












































































































生徒 25 名を対象に 1 年後の振り返りアンケートをし







 ①認知や理解が深まりましたか？          
②基本的な知識が深まりましたか？         
③最先端の知識を得られましたか？         
④今後生活で役に立つ知識・体験はありましたか？  
⑤新たな発見はありましたか？        
⑥気づかなかった自分の発見はありましたか？    















   （名） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
はい 21 21 14 19 20 14 19
いいえ  0  0 2 0 0 2 0
どちらでもない 0 0 4 2 1 4 1
忘れた 0 0 0 0 0 0 0





































































































 初年度（2016 年度）の履修者は、2015 年度に「と






 3 名のテーマは以下のとおりである。 
・「多文化社会を生きる」 
・「障害者とエンターテイメント」 































会」 を生きる我々全員にとって大事だと私は思う。  
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